(別添様式１- １)
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:校内セキュリティ機器導入費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　管理調整担当　電話番号：0584-75-6600(内113)
　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,158千円（前年度予算額：1,971千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　ネットワークセキュリティ事故は、授業・学生生活・研究活動等の広範囲にわたり支障をきたす。不正アクセスを防止するため、ファイヤーウォールだけでは阻止できない不正な通信(DoS攻撃等)を検知・遮断するシステムを導入し運用する。
	２　所要経費


（１）不正侵入検知システム（契約期間：平成18年8月1日～平成23年7月31日）
期間　　

平成23年4月～平成23年7月
      　リース料（4月）
全体;560千円 大学院;224千円 ｱｶﾃﾞﾐｰ;336千円
期間　　

平成23年8月～平成24年3月（契約延長：～H26.7）
      　リース料（8月）
全体;1,109千円 大学院;634千円 ｱｶﾃﾞﾐｰ;475千円
（２）IP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システム（契約期間：平成19年8月1日～平成24年7月31日）
　　　　期間　　

平成23年4月～平成24年3月
        リース料(12月)
全体;3,250千円 大学院;1,300千円 ｱｶﾃﾞﾐｰ;1,950千円

　　　平成23年度要求額
全体;560千円 + 1,109千円 + 3,250千円 = 4,919千円
大学院;224千円 + 634千円 + 1,300千円 = 2,158千円
ｱｶﾃﾞﾐｰ;336千円 + 475 千円 + 1,950 千円= 2,761千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ　誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
１　若者が力を発揮できる地域をつくる
・地域の企業ニーズに応じた地域主導型の産業人材の育成・確保に取り組む
	２　これまでの取組状況


・平成18年度に、不正侵入検知システムを平成23年7月までの5年間の賃貸借契約により導入。

・平成19年度に、IP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システムを平成24年7月までの5年間の賃貸借契約により導入。

・平成23年度に、不正侵入検知システムの賃貸借を平成23年9月から平成26年7月までの3年間延長予定。
	３　これまでの取組に対する評価


・平成17年８月に、学生が運用するサーバに学外から侵入、本学教員が発見。
・平成17年８月に、個人が運用するHPが改ざんされ、岐阜県警により発覚。
・平成18年度に不正侵入検知システムを導入。
・平成19年度にIP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システムを導入。

・機器導入後は、セキュリティ事故は発生しておらず、有効性が認められる。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,971
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,971

	要求額
	2,158
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,158
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